
4広報ふじ 2014年 5月 20 日号

ど
う
し
て
計
画
が
必
要
な
の
か

　
本
来
、
復
興
計
画
と
は
、
被
災
後
に

検
討
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
災
害

で
ま
ち
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
と
、

地
域
住
民
は
避
難
先
に
ば
ら
ば
ら
に
避

難
し
、
ま
ち
を
ど
う
復
興
す
る
か
と
い

う
話
し
合
い
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
行
政
も
ほ
か
の
災
害
対
応
に
追
わ

れ
、
復
興
計
画
を
迅
速
か
つ
的
確
に
策

定
す
る
こ
と
は
、
困
難
を
極
め
ま
す
。

そ
こ
で
、「
復
興
に
必
要
な
内
容
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
こ
う
」
と
い
う

の
が
、
事
前
都
市
復
興
計
画
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
事
前
に
被
害
の
状
況
を

正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が

計
画
の
詳
細
な
内
容
で
は
な
く
、
復
興

の
基
本
方
針
や
進
め
方
、
計
画
策
定
の

道
筋
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
、
住
民
、

事
業
者
、
行
政
で
共
有
し
て
お
く
こ
と

は
、
被
災
後
、
復
興
を
迅
速
・
着
実
に

進
め
る
上
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
に
「
被
災
を
前
提
と
し

た
復
興
」
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
で
、  

 「
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
る
」と
い

う
、
日
常
の
防
災
や
ま
ち
づ
く
り
の
促

進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 、
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も
し
も
の
大
災
害
に
備
え
て

専門家に聞く

　

市
民
懇
話
会
に
お
い
て
、
市
民
の
立

場
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
条
件
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で

　

都
市
の
復
興
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る

　

人
募
集
人
数
／
2
人
（
書
類
選
考
）

任
期
／
8
月
ご
ろ
〜
平
成
28
年
3
月
31
日

※
会
議
は
、
年
3
回
程
度
、
平
日
の
昼

　

間
に
開
催
。

報
酬
／
会
議
1
回
に
つ
き
7
0
0
0
円

応
募
方
法
／
6
月
30
日（
月
）ま
で
に
、

　

応
募
用
紙
（
都
市
計
画
課
・
各
地
区

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
配
布
、
市

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た

　

は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、

　

〒
4
1
7 

- 
8
6
0
1　

富
士
市
役

　

所
都
市
計
画
課
へ

※
後
日
、結
果
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

事
前
都
市
復
興
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
策
定
し
ま
す

募
集

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
被
災
地
で
は
、
復
興
の
お

く
れ
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
大
災
害
か
ら
迅
速

か
つ
着
実
に
復
興
で
き
る
よ
う
、
復
興

の
方
針
や
進
め
方
な
ど
を
定
め
た
「
事

前
都
市
復
興
計
画
」
を
、
本
年
度
と
来

年
度
の
2
年
間
で
策
定
し
ま
す
。

富士市事前都市復興計画（案）

整備方針

復興ビジョン編

基本方針

復興プロセス編 復興マニュアル編

整備イメージ

復興までの流れ

地域と協働した
取り組み

地域への支援策

業務の流れ

業務の詳細

組織体制

復興の方針などを
示します。

復興の進め方など
を示します。

復興業務の手順な
どを示します。

　
事
前
都
市
復
興
計
画
と
は
？

　

復
興
の
方
針
や
進
め
方
な
ど
を
、
被
災
後

に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
災
害
が
起
こ
る
前

に
考
え
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
で
共
有
し

て
お
く
も
の
で
す
。

　

計
画
は
、「
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
編
」「
復
興
プ

ロ
セ
ス
編
」「
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
編
」
の
3

つ
で
構
成
し
ま
す
（
左
図
参
照
）。

阪神・淡路大震災の被
災後と現在の街並み

現在

被災後

　密集していた住宅
や狭い道路を再編し、
災害に強いまちづく
りを進めました。

など など など

、
、

常葉大学社会環境学部
教授　　

池田　浩
ひろ

敬
たか

さん

　
市
民
懇
話
会
を
組
織
し
ま
す

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
見
地
か
ら
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ
く
た
め

学
識
者
や
各
種
関
係
団
体
、
市
民
委
員
で
構

成
さ
れ
る
市
民
懇
話
会
を
組
織
し
ま
す
。

　
　
　  

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

★被災前から、将来のまちづ
　くりについて、意識の高か
　った地区は、他地区と比べ
　て早く復興しています。


